
第１号様式の４（第１１条関係）

別紙（イベント以外）

□ 活性化計画策定支援事業 □ サービス向上 □ 魅力ある商店街育成支援事業

☑ 街並み環境整備支援事業 □ 商店街外国人観光客おもてなし支援事業

年 月 年 月

有 無

有 無

有 無

有 無

有 ・ 無 （有の場合　　　　　　　　　　申請予定事業名： 申請予定額： 円）

注１：経費算出のために使用した【見積書㊢】を添付すること。

＊事業毎に、本表複写の上記載すること

総 事 業 費
（ ａ ）

補 助 対 象 経 費
（ ｂ ）

都 補 助 額
(ｃ：1000円未満切捨)

区 補 助 額
(ｄ：1000円未満切捨)

商店街負担額
（ｅ＝ａ－ｃ－ｄ）

16,500,000 16,500,000

16,500,000 16,500,000 5,500,000 5,500,000 5,500,000

計

計 5,500,000

そ の 他

借 入 金 2,500,000

・

⑥政策課題対応型商店街事業及び地域連携型商店街事業（活性化事業）の申請状況

積 立 金 3,000,000

負 担 金

・(改修実績)

・

平成１６年度 ポール塗装 ・

平成５年度

年度

２　商店街名

たいとう商店街振興組合

6

事業の内容 都補助金受給

③事業計画（継続性のある事業等の場合）　※補助期間終了後も含む、事業の全体計画

12

④数量（施設を整備する事業、顧客利便機能の強化を図るための事業等の場合）

種　　別
（該当に☑）

⑤設置年度、前回改修・都補助金受給の有無（既存施設の改修事業等の場合）

までから

①目的及び内容

１　事業名

街路灯建替事業

令和

５　経費（単位：円）

（商店街負担額の内訳）

区 分 金 額（ｅ）

8

街路灯　３０基

(設置年度) 昭和５４年度

灯具交換

②実施スケジュール

商店街のイメージアップを図るとともに、景観を整備することで、来街者の増加が見込まれる。
また、老朽化した街路灯を建替えることで、より安全・安心な商店街作りを推進できる。

設置から４０年以上が経過し、老朽化している街路灯を建て替えることで、来街者の安全を確保するととも
に、景観整備を通じて商店街の賑わいを創出し、地域へのＰＲを図る。

令和

対 象 外 経 費対 象 経 費 （ ｂ ）

8

４　期待される効果

経 費 区 分
総 事 業 費
（ ａ ）

記入例

諸経費等

街路灯建替工事

1,500,000 1,500,000

15,000,000 15,000,000

３　事業の目的及び具体的な内容

契約締結見込～代金支払見込の期間を記入。

空き店舗や計画策定、各種調査等、補助期間
終了後も継続性のある事業の場合は記入。
（補助期間終了後の計画も記入）

具体的な数量を記入。
（一式は不可）

既存施設の改修事業等の場合、必須。


